
令和７年度 第４回 浜松市立中郡中学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１．開 催 日 時   2026 年 2月 17 日(火) 14：00～16：00 

２．開 催 場 所   浜松市立中郡中学校 会議室 

３．出 席 委 員   髙井 昭、本間 義章、村木 富代、川島 博美、杉本 泉、河合 洋子、 

小杉 敬治郎、和田 健吾 

４．欠 席 委 員   山下 功 

５．オブザーバー  小池 誠(積志協働センター) 

６．学校支援コーディネーター  梅田 瞳 

７．学 校  髙橋 基（校長）、川合 公孝(教頭)、鈴木 智香(教務主任)、 

鈴木 祥紘(生徒指導主事)、佐藤 奈帆(CS ディレクター) 

８．傍 聴 者  なし 

９．会議録作成者  CS ディレクター 佐藤 奈帆 

10．議長の選出 

  司会から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、本間委員から髙井委員を推挙する旨の発

言があり、全員異議なくこれを承認した。 

11．協 議 事 項 

（１）学校関係者評価の実施 

（２）令和８年度の学校運営の基本方針の概要説明 

（３）学校運営協議会の自己評価 

12．会 議 記 録 

  司会から、委員総数９人のうち８人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨

の報告があった。 

（１）学校関係者評価の実施 

  議長の指示により、教務主任と生徒指導主事から別紙資料に基づき、自己評価の結果について説明が

あり、委員からは以下の発言があった。 

・いじめの件数が減ったことはとても大きいこと。先生方の努力が実った。（河合委員） 

・いじめをなくすために生徒が主体となって動いている。いじめの積極的な認知は、必ずいじめの早期発

見に繋がる。学習習慣に関しては、先生達の評価は厳しめという印象。家庭では宿題をすればいいとい

う意識だとしても、先生達はもっと高いものを求めているということを伝えてはどうか。（杉本委員） 

・今年度から、生徒が主体となっていじめを減らす取り組みを始めている。（生徒指導主事） 

・ゲームやテレビ等の誘惑で読書する機会が減っているのでは。（和田委員） 

・項目２のキャリア教育について、生徒と保護者間の回答に差がある。保護者は心配な面もあるようだ

が、「中郡中の良いところ」という廊下の掲示物と子ども達のアンケート結果がリンクしていたので、

子ども達は将来を見通して考えている。（川島委員） 

・SNS からの偏った情報だけだと、他者の意見を受け入れられなくなりそうで心配。他者の意見をどう取

り入れるかを考えていただけると、子ども達の視野も広がる。（村木委員） 

・項目５の家庭学習だが、宿題のみやってくる子は１～４のどの評価に付けるのか。（本間委員） 

・主体的な学びとして評価する必要があるため、宿題のみだと教員としては「１．とても思う」を付けに

くい。（教務主任） 



・挨拶の件だが、自宅付近を通る小中学生に挨拶すると、大抵の子は挨拶を返してくれる。不登校の子、

別室登校の子、いろいろな子がいるが、先生方にはどの子も置き去りにせず、親身になって考え、関わ

ってもらいたい。（小杉委員） 

・道徳の授業内容の紹介や良い本の紹介をするなど、先生から保護者への PR を積極的に行った方がいい。

（髙井委員） 

・保護者に伝えるには、道徳の授業を保護者に公開する時間が必要だと思う。（河合委員） 

・いじめ件数が減ったことはすごい成果。SNS でのいじめが問題になっているので、SNS の使い方を道徳

の授業で扱うのも大事と思う。（学校支援コーディネーター梅田） 

 

（２）令和８年度の学校運営の基本方針の概要説明 

  議長の指示により、校長から別紙資料に基づき、令和８年度の学校運営の基本方針ついて説明があ

り、委員からは以下の発言があった。 

・令和８年度のグランドデザインを作るにあたり、「誠実な職員」に重きを置いてほしい。全ての生徒に

対して誠実であり、トップに立つ人が全ての職員を大切にしてほしい。（小杉委員） 

・グランドデザインに地域という言葉が多く出てくる。子ども達が自分に誇りを持つのも大事だが、地域

や大人に対しても誇りを持つことが大事。子ども達と地域が更に交流する機会がほしい。（本間委員） 

・自治会と学校がお互いに理解し合えば、とても良い関係が出来る。自治会長に学校に入ってもらえば人

材集めがしやすいのでは。（髙井委員） 

・素敵なスローガンだと思う。人の価値観や敬う気持ち、子ども達に誰かを支え、誰かに支えられている

気持ちが芽生えるといい。生徒や保護者は実際にグランドデザインを目にしているのか。（川島委員） 

・まず職員にグランドデザインを理解してもらう必要がある。（校長） 

・令和７年度は充実・誠実、令和８年度は誠実・充実の順番に変わっている。それはすごく大きなこと。

誠実に生きているか？という問いかけを子供にしてほしい。（杉本委員） 

・人と比べず、自分に問いかけた時に誠実に生きているか、が大事。（河合委員） 

・校長先生の思いが生徒と保護者にも伝わるよう問いかけをしてほしい。（髙井委員） 

・先生方が誠実な態度であれば、子どもたちも信頼してくれるので、令和８年度も引き続きお願いした

い。（和田委員） 

・PTA 役員の方にも、PTA 会長からグランドデザインへの思いを伝えてもらえるといい。（髙井委員） 

 

（３）学校運営協議会の自己評価 

別紙資料「令和７年度学校運営自己評価表（案）」について、議長から委員に意見を求めた。 

【評価項目１】 

委員全員の承認を得た。 

【評価項目２】 

・地域連携システムという言葉はとても良い。（髙井委員） 

・３年間というのは、学年ごとそれぞれで行う学習のことを指すので、３年間→３学年に変更した方がい

い。（髙井委員、本間委員、杉本委員） 

【評価項目３】 

・自治会長が中学校に来る機会を増やしてほしい。自治会長と教員が、まずはお互いに覚えてもらう程度

に面会する機会があるといい。（本間委員） 



【評価項目４】 

・地域クラブ活動の移行については、CSの議題にしては内容が難しい。下２行を削除し、「学校の応援団

として協力体制を強固なものにしたい」に変更した方がいい。（髙井委員） 

 

その他報告事項 

 教頭から以下について報告があった。 

（１）夢育やらまいか CS加算分の報告 

夢育やらまいか CS加算分について、別紙資料に基づき、有効活用した旨の説明があった。 

（２）協議会委員の継続・退任・後任について 

協議会委員の継続・退任・後任について説明があった。（継続６名、退任３名） 

（３）卒業式・入学式のご案内 

３月１８日(水)に行われる令和７年度卒業証書授与式、４月９日(木)に行われる令和８年度入学式

について、出席の依頼があった。 

（４）令和８年度の開催予定日 

令和８年度学校運営協議会の開催予定日について、報告があった。 

回 月 日 回 月 日 

１ ４月２８日（火） ２ ６月３０日（火） 

３ １１月２６日（木） ４ ２月１６日（火） 

 


